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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 NATTY SWANKY ホールディングス 

 

[企業 ID]  7674 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 1 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2024 年度 第２四半期 

 

[日程]   2023 年 9 月 20 日 

 

[ページ数]  25 

 

[時間]   13:30 – 13:54 

（合計：24 分、登壇：17 分、質疑応答：7 分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 2 階 

第 2 セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145 ㎡ 

 

[出席人数]  20 名 

 

[登壇者]  2 名 

代表取締役社長  井石 裕二 （以下、井石） 

執行役員 FC 事業部長 伊藤 慎一朗 （以下、伊藤） 
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登壇 

 

司会：お待たせいたしました。定刻となりましたのでただいまから株式会社 NATTY SWANKY ホ

ールディングス様の決算説明会を開催いたします。 

はじめに、会社からお迎えしている 3 名の皆様をご紹介申し上げます。まず、代表取締役社長の井

石裕二様です。 

井石：よろしくお願いいたします。 

司会：よろしくお願いいたします。次に、株式会社ダンダダン取締役 FC 事業部長の伊藤慎一朗様

です。 

伊藤：よろしくお願いいたします。 

司会：よろしくお願いいたします。次に管理部財務経理課課長のクロサワユウスケ様です。 

クロサワ：よろしくお願いします。 

司会：よろしくお願いします。本日は井石様および伊藤様からお話を承ることとなっております

が、お 2 人のお話が終わりましたら、質疑応答の時間を設けていただいております。 

それではよろしくお願いいたします。 

井石：ご紹介にあずかりました代表取締役の井石と申します。 

本日は、皆様、お忙しい中足を運んでいただきありがとうございます。 

早速ではございますが、2024 年 1 月期第 2 四半期の決算説明をさせていただきたいと思います。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

4 
 

 

まず、店舗数の推移のところですが、前期末に比べて 128 店舗から 132 店舗と増店しておりま

す。 

直営店の出店は大阪の旗艦店としてなんば店を出店したものが 1 店舗、それから愛知県、三重県、

兵庫県、大阪府、関西中京エリアにフランチャイズ店を 5 店舗出店しております。三重県に関しま

しては初出店となりました。 
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こちらは、新規出店数です。前年同期と当期の計画との比較ですが、直営店、前期は上期 7 店舗出

店したところ、今期の上期は 1 店舗の出店になっています。計画との比較は 6 店舗計画ですが、5

店舗、進捗が遅れているというような状況です。 

こちらに関しましては、値上げの影響をじっくり見たり、あとは人員の充足を図るという意味で、

少し進捗を遅らせたりしているところでございます。 
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こちらは出店の地域別の内訳です。先ほど申し上げたとおり、直営店は大阪なんばへ出店して、

FC 店は関西中京エリアへ出店しております。 

一方、関東圏で 2 店舗退店していますが、フランチャイズ運営企業の方の意向により、荻窪店と浦

安店を退店しております。 
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こちらはエリア別の店舗数です。三重県へ初出店したことによって、出店済みの都道府県は 16 に

増加しております。 

今後も基本的に、関東圏は直営店を中心に出店し、他の地方に関しましてはフランチャイズ店中心

に出店を進めていきたいと考えております。 
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こちらは計画との比較です。売上高および各段階利益においては計画を上回る着地となりました。 

主な要因としましては、3 月 16 日に価格改定を行ったこと、それから新型コロナウイルス感染症

の影響が 5 類になったこと、その辺りの影響で客足が伸び、都心部に関しましては、インバウンド

の影響等もあり、このような着地になったというところでございます。 

売上高および営業利益は上期としては過去最高の数字となりました。 
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こちらは売上高の内訳ですが、いつもどおり、直営店の売り上げが 95%程度を占めております。 

FC の売上に関しましては、新規出店によるロイヤリティ収入が増えたことで伸びているような状

況です。 
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こちらは販売費および一般管理費の内訳です。 

人件費につきましては、今後の出店に備えるために、教育研修費用の先行投資をしたことで計画を

上回って着地をしております。 

それから、支払手数料が計画を上回っているところですが、こちらはデリバリー、特に出前館等の

キャンペーン等を実施したことで手数料がかさんだというところがございます。 

その他の経費につきましては、新規出店が計画より遅れていることで、新規出店分の消耗品等が計

画より下回っているというところでございます。 
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こちらは既存店前年比の比較の推移です。販売価格改定後の売上高は前年比を上回って推移してお

ります。 

客数もほぼ想定どおりになっておりますが、6 月に関しましては、週末祝日に台風の影響等があっ

て、一部店舗を早く閉めたことなどの影響があってこのような数字となりました。 

客単価に関しましては、やはり値上げの影響が大きく、客単価が前年比よりも伸びているというと

ころです。 

それから 1 人当たりの注文点数もずっと追っているのですが、今のところそこまで影響は出ていな

いというところで、想定どおり進んでおります。 
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こちらは連結の貸借対照表のサマリーです。 

現金および預金は月初に 2 ヶ月分まだ保有しており、財務状況は健全だと考えております。 

自己資本率も今 45%ぐらいになっております。 
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キャッシュフローですが、前期は赤字でキャッシュフローがマイナスだったのですが、今期は営業

キャッシュフローがプラスに転換しております。 
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こちらは株主還元ですが、今後も事業拡大のために、必要な内部留保と、株主の皆様への還元のバ

ランスを図りながら、配当と優待を継続していきたいと考えております。 
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ここから上期のトピックスになります。 

一番大きなところに関しましては、先ほど申し上げたように、原材料価格等の高騰に対して、販売

価格の改定を実施したことです。 

特に大きかったのが餃子やビールです。当社の構成比の中でも高いところを価格転嫁して、販売店

数はそれほど落ちずに売上高に対する寄与をしたというところです。 
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それからこれは世界的な情勢から、原材料価格高騰が今でも止まらないような状況にあります。そ

の中で一品一品の取引先や物流等を見直して原価の上昇を抑制します。 

それから自動発注システムの活用によって、食品ロスの削減を少しずつ進めています。 

原価率に関しましては下がっていますが、こちらは価格改定による影響が大きいところでございま

す。 
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それからウェブマーケティングに顧客接点の拡大とありますが、こちらは主に MEO 対策です。

Google マップに対していかに表示されるかというようなところを取り組みました。 

おかげで新宿店、渋谷店と、インバウンドも含めて、検索回数、表示回数が大幅に増えているとい

うところでございます。 

それから、インスタグラム、ツイッター等の SNS を活用して、お客様との接点機会を増やす取り

組みも行っております。 
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それからイベントへの出店というところで、上期は東京ドームにポップアップ店舗として 3 ヶ月ほ

ど出店いたしました。こちらは、手羽餃子や、普段店舗で出していない揚げ餃子などを、いつもと

違う顧客層の人に体験していただきたいというところで出店を行っています。 

野球のファン等が、ダンダダンの餃子に触れる機会を作ることによって、実店舗へ誘導するという

取り組みであります。 

あとはフェスです。各地域のクラフト餃子フェスに出店して、ダンダダンブランドの認知機会を増

やしたというところでございます。 
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それから実店舗の方では通年キャンペーンの実施を行いました。辛シビつけ麺なんかは、毎年の夏

の恒例となりつつありますが、それ以外にもドリンクの方で、普段から扱っているものをもう一度

ポップアップしたり、新しいグレープフルーツサワーを始めたり、あとは夏の定番である枝豆、こ

ちらも茹で上げの枝豆を出すというところで取り組んでおります。 

また、こういう新商品等を店舗ごとに選手権と称して、構成比を競うということを行っています。

これで各店の販売力を上げたり、おすすめ力を上げたり、各店が競うことによってモチベーション

を高めるというような効果も出ております。 

私の方からは以上になります。 

フランチャイズに関しまして、伊藤の方からご説明させていただきます。 
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伊藤：はい。取締役 FC 事業部長の伊藤でございます。 

FC 事業については私の方から説明申し上げます。よろしくお願いいたします。 

まずはフランチャイズの出店についてですが、上期は 5 店舗出店することができました。 

前回の説明会でもお話しているとおり、引き続き中京エリア、関西エリアへの FC 店の出店の加速

を達成してまいりました。 

この後にも、下期では愛知県の名古屋市、兵庫県尼崎市など、やはり中京関西を中心に出店が決ま

っている状況です。 

出店数としては 1 店舗、計画とは遅れておりますが、先ほど井石の説明にもあったとおり、数字と

しては多少の上振れでほぼ計画どおりの進捗と申し上げて良いかと思っております。 

次のページをお願いします。 
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未出店エリアの店舗展開を増やすというところにつきましても、こちらも前回施策として挙げた

FC の展示会および既存オーナーの増店、この二つを軸にして、FC の出店を進めていっているよう

な状況でございます。 

まだまだ国内未出店エリアが 31 府県ありますし、新しく和歌山、香川などから引き合いがござい

ます。 

こちらは施策の 1 本目である FC の展示会をきっかけにお話をいただいております。さらに、上期

出店 5 店舗のうち 2 店舗が既存オーナー様の増店案件でございました。なので、こちらも引き続き

計画どおりの進捗かなと考えております。 

以上をもちまして、2024 年 1 月期第 2 四半期の決算説明を終わります。 

司会：ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは質疑応答に入ります。 

ご質問のある方は挙手していただければ、係の者がマイクを持ってまいります。 

なお、この説明会は、質疑応答部分も含め、全文を書き起こして公開の予定です。 

従いまして、もし匿名を希望される場合は、質問される際、氏名を名乗らないようお願い申し上げ

ます。 

それでは、ご質問いかがでございましょうか。 

はい、ありがとうございます。今マイクを持ってまいります、少々お待ちください。 

質問者 [Q]：ご説明ありがとうございました。いつもお聞きしておりまして、関西圏の進出につい

てコメントをいつもいただいています。 

柔らかい質問になりますけれども、関西進出の手応えといいますか、あるいはフランチャイジーの

方のリアクションやフィードバックなど、もし何かそういったエピソードがあれば、もう少しお話

をお聞かせください。以上です。 

話者 [A]：はい、ありがとうございます。 

関西圏に関しましては、まず 1 号店が梅田店に直営店を出して、直営店は次になんば店、今上半期

に出店いたしました。その 2 店を旗艦店として、周りにフランチャイズを広げているというような

状況でございます。 

その 2 店舗に関しましては常に全 132 店舗中上位に入ってくるような売上で、非常に手応えを感

じているところでございます。 

神戸元町のフランチャイズオーナーや、西宮北口のオーナー、それから大阪梅田第 2 ビルのオーナ

ー等、皆さま調子が良いものですから、今のところ増店を希望していただいているような状況で、

まだまだ関西圏へ出店できるのではないかと手応えを感じているところです。 

質問者 [M]：ありがとうございました。 

司会 [M]：ありがとうございました。 
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はい。今マイクを持ってまいります。少々お待ちくださいませ。 

質問者 [Q]：すみません、いつもご丁寧なご説明をありがとうございます。 

一、二問質問させていただきたいのですが、価格帯に関して、ナッティースワンキーのダンダダン

を使わせていただくと、正直、値段が上がったなと思うのですが。 

今後、御社の想定している、1 人で飲みに行って、出るときの価格は大体どれぐらいなのか。 

居酒屋業態としては、インフレだとだんだん上がっていくのだと思うのですが、どういう形でこの

日本の居酒屋業態の価格帯というものは推移していくと見ていらっしゃるのか。 

仮に、またデフレが外食で起きるということを考えたとしたら、どういう場合にデフレが起きると

見ているのかを教えていただければと思います。よろしくお願いします。 

話者 [A]：はい、ありがとうございます。 

現状、居酒屋業界がどうなっていくかということはなかなか答えづらい質問ではあるのですけれど

も、当社としての考えでは、やはり来月 10 月から、また最低賃金が上がるというところで、都内

ではもう 1,100 円を超えてくるような最低賃金になってきました。 

それから人手不足も重なって、どんどんやっぱり当社に限らず、人材の採用難は加速していってい

るような状況でございます。 

その中で正社員のベースアップや、アルバイトの時給の向上などの人材採用に関してのコストがか

かるということは、今後も進んでいくのではないかと考えております。 

その中で、今まで安売り合戦をしてきた居酒屋業界ですが、他社さんもコスト削減の努力をして

も、もう限界に来ているのではないかというところで、当社としましては価格改定に踏み切る判断

をしたところです。 

今のところ、それがいつまで続くかはわかりませんが、世の中の状況を見ながら、価格に関しても

柔軟に対応していきたいと考えています。以上です。 

質問者 [Q]：もう一点、また定性的なことをお聞きして恐縮ですが、御社のお店に入ると、学生が

減ったなと思うのですが。 

今後、外国人とか、そのような客層を変えていく展開も想定していらっしゃるんでしょうか。 

話者 [A]：客層に関してのご質問ですが、特にそこは想定していません。 
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今は年代別にデータをとっていないので、何とも言えないところではありますが、私も週 2 回お店

には行くようにはしていますが、若い層がやはり今は一番多いなと感じております。 

質問者 [Q]：[音声不明瞭] 

話者 [A]：そうですね。はい、そのようなイメージで、今のところは 1 人当たりの注文点数等も落

ちておらず、弊社の餃子と商品のクオリティに関して受け入れられているのではないかと考えてお

ります。 

司会 [M]：ありがとうございました。他にご質問はいかがでございましょうか。 

ご質問はいかがでございましょうか。ございませんか。 

それでは、ご質問もないようですので、これをもちまして株式会社 NATTY SWANKY ホールディ

ングス様の決算説明会を終了とさせていただきます。 

どうも井石社長様、そして伊藤様、クロサワ様、本日は大変ありがとうございました。 

ご参加の皆様、どうもありがとうございました。 

 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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